










 
【はじめに】 
 病棟は治療を本来的な目的とする場であるが、子どもにとっては生活の場である。病棟

といった場の特徴は考慮しながらも、子どもが育ちやすい生活環境を準備し、生活者とし

ての子どもを支えていくことが求められる。また、子どもは発達的存在であり発達を保障

することも同様に大切である。生活習慣や生活力を具体的な経験をとうして育成しながら、

心の育ちや各側面の発達を援助する必要がある。入院といった事態によって生活の不自由

さはあるものの、子どもをトータルな視点でとらえ、病棟においても様々な側面から援助

していくことが要求される。病棟でこのような役割を果たすのが医療・看護的な視点とは

異なる発達的な視点を持つ保育者であり、保育行動であるといえよう。保育者は病棟では

心理的には子どもにもっとも近い存在であり、子どもとともに生活しながらその実際をと

らえている。日常的な関わりをとうして一人ひとりのニーズの応じながら、発達に向けた

活動の提供と生活の工場を目指した配慮をおこなっている。また、家族や家庭科ら離され

て非日常てこな場で情緒的にも不安定になりがちな子どもを受容し、心身の痛みに共感的

に関わりながら心の安定をはかっている。単調になりがちな生活を見直し、病棟での生活

が子どもにとってマイナスの経験にならないように個別的にあるいは発達的に様々な工夫

をしている。 
 つまり、保育者の存在及び保育行動は子どもを癒し、病棟での生活の充実や向上をはか

っているといえよう。入院生活のコーディネートと子どもの育ちに向けたアシストを中心

とする保育者による保育保証を評価し、積極的に進めていくことが望まれる。 
 そのためにも、病棟内保育の現状を正しく認識しておくことが大切と考え、全国保育研

究着会の病棟保育士を対象に質問紙調査を実施した。（回収率 70.1％） 
 保育環境、保育者の職務の実際などを理解し、その中から、病棟環境としての保育者の

ありかた、及び、病棟保育の充実に向けての今後の課題を明確にしていきたい。 


